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要旨 

化粧品基準は、我が国における化粧品の配合禁止成分及び配合制限成分を規定し

ており、配合制限成分については最大配合量が定められている。一方、これらの成分

を化粧品製品中で定量するための分析法は体系的に整備されていない。また、国及び

地方自治体においては、薬機法に基づき、化粧品及び医薬部外品を対象とした収去試

験において、化粧品基準に基づく規格適合性の確認が行われているが、これらに用い

られる分析法についても体系的整理はされていない。そのため、国及び地方自治体の

試験機関が独自に検討等した分析法を適用しているのが現状である。本研究では、地

方衛生研究所の年報及び英文学術雑誌の既報を対象として、化粧品基準に規定され

る紫外線吸収剤の分析に関する報告を収集し、その実施状況及び分析法の動向を整

理した。その結果、地方衛生研究所における分析実施状況には機関間で差異が認めら

れ、東京都健康安全研究センターでは固定対象成分と追加成分を組み合わせた体系

的な分析が継続的に実施されていた一方、他機関では限定的又は未実施であった。英

文学術雑誌の既報では、LC/MS/MS 及び HPLC を用いた分析が報告されており、

LC/MS/MS は主として環境試料及び生体試料を対象とした微量分析に、HPLC は市販

化粧品製品中の比較的高濃度成分の定量に用いられていた。分析条件としては、いず

れの手法においても C18 系カラムを用いた逆相分離が主流であり、LC/MS/MS では

同位体標識内部標準を用いた高選択的分析、HPLC では DAD 又は UV-Vis 検出器に

よる定量が中心であった。以上より、紫外線吸収剤の分析は分析目的及び対象試料に

応じて手法が使い分けられていることが明らかとなった。一方で、化粧品基準に収載

された成分を製品中で網羅的に一斉定量する標準的手法は十分に確立されておら

ず、配合限度値への適合性確認を目的とした試験法の整備が今後の課題であると考

えられた。 
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A. 研究目的 

化粧品基準 1)は、我が国における化粧品

の配合禁止成分及び配合制限成分を定め

たものであり、別表第 1に配合禁止成分、

別表第 2 に防腐剤・紫外線吸収剤・ター

ル色素以外の配合制限成分、別表第 3 に

防腐剤、別表第 4 に紫外線吸収剤の各配

合制限成分を規定している。一方、これら

の成分を対象とした化粧品製品中の分析

法は体系的に示されていない。 

国及び地方自治体においては、医薬品、

医療機器等の品質、有効性及び安全性の

確保等に関する法律（いわゆる薬機法）に

基づき、化粧品及び医薬部外品を対象と

した収去試験が実施されている。これら

の試験では、化粧品基準に規定された配

合禁止成分及び配合制限成分について、

製品中濃度の測定や規格適合性の確認が

行われており、防腐剤、紫外線吸収剤、色

素等が主な対象とされている。これらの

分析は地方自治体においては、主として

地方衛生研究所において独自に検討等し

た分析法にて実施されているが、その分

析法は年報等に個別に報告されるにとど

まり、対象成分、分析法及び妥当性評価の

観点から十分に整理されているとはいえ

ない。 

そこで本研究では、地方衛生研究所の

年報（東京都健康安全研究センター、大阪

健康安全基盤研究所、神奈川県衛生研究

所及び福岡県保健環境研究所）並びに英

文雑誌に掲載された論文を対象として、

紫外線吸収剤の分析に関する報告を収集

し、対象成分及び分析法の観点からその

傾向を整理することを目的とした。 

 

B. 研究方法 

地方衛生研究所の年報及び関連論文を

対象として、化粧品成分の分析に関する

報告を収集した。地方衛生研究所につい

ては、対象機関は、東京都健康安全研究セ

ンター、大阪健康安全基盤研究所、神奈川

県衛生研究所及び福岡県保健環境研究所

とした。収集対象は、化粧品中の紫外線吸

収剤、防腐剤、色素、ホルムアルデヒド関

連物質等に関する分析法の開発、実態調

査及び測定法の検討に関する報告とした。

本研究では、これらの報告のうち紫外線

吸収剤を対象とした分析に関する報告を

主対象として抽出し、当該報告について、

機関名、対象製品、分析法及び分析対象成

分の構成に着目して整理した。紫外線吸

収剤の分析対象成分については、年報に

おいて固定的に設定されている成分群と

個別に追加された成分に区分して整理し

た。なお、紫外線吸収剤に該当する報告が

認められない場合についても、その結果

として整理した。 

 

C. 結果及び考察 

地方衛生研究所の年報における紫外線吸

収剤分析の実施状況 

地方衛生研究所の年報に掲載された化

粧品関連報告について、紫外線吸収剤を

対象とした分析に関する報告を抽出し整

理した結果、機関間で実施状況に明確な

差異が認められた。 

東京都健康安全研究センターにおいて

は、紫外線吸収剤を対象とした分析が継

続的に実施されており、複数年度にわた

り報告が認められた（表 1）。これらの報

告では、紫外線吸収剤として表 2 に示す



15 
 

13 成分を固定対象とし、これに加えて製

品表示に応じた成分を個別に追加する分

析体系が採用されていた（表 1）。固定対

象成分は、ベンゾフェノン誘導体、ケイ皮

酸誘導体、サリチル酸誘導体等から構成

されており（表 2）、化粧品中に配合され

る紫外線吸収剤を網羅的に把握すること

を目的としたものと考えられた。また、分

析法としては HPLC/PDA 又は LC/MS/MS

が用いられており（表 1）、対象製品とし

てはクリーム、液体、スプレー等の多様な

剤型が含まれていた。 

一方、大阪健康安全基盤研究所におい

ては、2009 年から 2024 年までの化粧品関

連報告 12 報を調査した範囲において、紫

外線吸収剤を対象とした分析に関する報

告は認められなかった。これらの報告は

主として防腐剤及びホルムアルデヒド放

出体に関する分析や分解挙動の検討が中

心であり、紫外線吸収剤に関する分析は

実施されていなかった。 

また、神奈川県衛生研究所では 2004 年

から 2022 年までの化粧品関連報告 5 報中

1 報、福岡県保健環境研究所では 2023 年

の 1 報において紫外線吸収剤を対象とし

た分析が認められた。神奈川県の報告で

はベンゾトリアゾール系紫外線吸収剤を

対象とした分析法の検討が行われており、

福岡県の報告ではベンゾフェノン-4 を対

象とした分析法開発及び実態調査が実施

されていた。いずれも単一又は少数成分

を対象とした検討であり、東京都におけ

るような固定成分と追加成分を組み合わ

せた体系的な分析とは異なる傾向が認め

られた。 

以上の結果から、地方衛生研究所にお

ける紫外線吸収剤の分析は、東京都にお

いて体系的かつ継続的に実施されている

のに対し、他機関では限定的又は未実施

であり、機関間で研究対象及び分析体制

に差異が存在することが示唆された。特

に、東京都で採用されている表 2 に示す

固定成分と追加成分を組み合わせた分析

体系は、化粧品中の紫外線吸収剤を網羅

的に把握する上で有効な手法であり、他

機関における分析の展開に資する知見と

なる可能性がある。 

 

英文学術雑誌の既報における LC/MS/MS

及び HPLC による紫外線吸収剤分析の動

向 

英文学術雑誌の既報による LC/MS/MS

を用いた紫外線吸収剤の分析条件を表 3

に示した。LC/MS/MSを用いた報告では、

環境水、ヒト尿、血清、母乳、食品、日焼

け止め製品等、多様な試料が対象とされ

ており、化粧品製品そのものに限らず、紫

外線吸収剤の曝露評価や残留実態調査を

目的とした分析が多く認められた。 

測定対象物質としては、オキシベンゾ

ン-1、-2、-3 及び-6 を含むベンゾフェノン

系紫外線吸収剤が多く取り上げられてい

た。特に、オキシベンゾン-3 は多くの報

告で測定対象となっており、紫外線吸収

剤の代表的な曝露マーカーとして広く分

析されていることが示された。一方で、オ

キシベンゾン-4、-5 及び-9 を含む報告は

限定的であり、化粧品基準に収載された

オキシベンゾン類全体を対象とした分析

例は少なかった。 

分析法としては、いずれの報告におい

ても LC/MS/MS を用いた MRM 又は SRM
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測定が採用されており、選択性及び感度

を重視した分析条件が設定されていた。

イオン化法は ESI が中心であったが、対

象物質の構造に応じてポジティプイオン

モード及びネガティブイオンモードが使

い分けられていた。特に、ベンゾフェノン

系化合物ではネガティブイオンモードで

測定される例が多い一方、オキシベンゾ

ン-3 等ではポジティブイオンモードによ

る測定例も認められ、測定条件は文献間

で一定ではなかった。 

LC 条件については、C18 系カラムを用

いた逆相分離が主流であった。移動相に

は水又は緩衝液とメタノール又はアセト

ニトリルを組み合わせたグラジエント条

件が用いられており、ギ酸、酢酸、アンモ

ニウム塩等を添加した条件が多く認めら

れた。これは、ベンゾフェノン系紫外線吸

収剤の保持、ピーク形状及びイオン化効

率を両立させるためと考えられた。 

内部標準物質については、重水素標識

体又は 13C 標識体を用いる報告が多く、マ

トリックス効果や前処理時の損失を補正

する目的で同位体標識内部標準が活用さ

れていた。一方、すべての対象成分に対応

する同位体標識体が用いられているわけ

ではなく、類似構造化合物を内部標準と

して用いる例も認められた。この点は、化

粧品のようにマトリックスが多様な試料

を対象とする場合、定量値の信頼性に影

響し得る重要な要素である。 

以上より、LC/MS/MS は紫外線吸収剤

の高感度かつ選択的な分析に広く用いら

れているが、既報の多くは曝露評価又は

環境・生体試料中濃度の測定を目的とし

ており、化粧品基準に収載されたオキシ

ベンゾン類を製品中で一斉に定量するこ

とを目的とした報告は限定的であった。

また、対象成分、イオン化モード、内部標

準物質及び移動相条件は文献間でばらつ

きが大きく、化粧品製品中の規制成分を

評価するためには、対象成分及び試料マ

トリックスに応じた条件設定並びに妥当

性評価が必要であると考えられた。 

一方、HPLC を用いた既報では、主とし

て市販化粧品製品を対象とした分析が多

く認められた（表 4）。LC/MS/MS を用い

た報告では環境試料、生体試料及び食品

等を対象とした微量分析が多かったのに

対し、HPLC では日焼け止め等の化粧品製

品中に比較的高濃度で配合される紫外線

吸収剤を対象とした報告が中心であった。 

測定対象物質としては、オキシベンゾ

ン-3 及びオキシベンゾン-4 を含むベンゾ

フェノン系紫外線吸収剤に加え、その他

の紫外線吸収剤を含む多成分分析の報告

が認められた。市販化粧品を対象とした

実態調査や添加回収試験による妥当性確

認を目的とした研究が多く、製品中分析

法としての適用性が検討されていた。 

分析条件としては、C18 系カラムを用い

た逆相 HPLC が用いられていた。検出器

としては DAD 又は UV-Vis 検出器が用い

られており、測定波長は 311～315 nm 付

近に設定されている例が多かった。UV-

Vis 検出器は単一波長における吸光度を

測定するため、定量には適しているもの

の、スペクトル情報が得られないことか

ら同定能力は限定的である。一方、DAD

は複数波長の吸収スペクトルを同時に取

得可能であり、ピークごとのスペクトル

確認や純度評価が可能である。このため、
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類似した吸収特性を有する紫外線吸収剤

を複数同時に分析する場合には、DAD の

方が成分同定の信頼性を高める上で有利

であると考えられた。 

移動相には、エタノール、アセトニトリ

ル、メタノール、水、酢酸又は酢酸緩衝液

を組み合わせた条件が用いられており、

グラジエント条件に加えてアイソクラテ

ィック条件による分析例も認められた。

また、一部の報告では、EDTA やヒドロキ

シプロピル-β-シクロデキストリンを添

加することにより、ピーク形状の改善や

分離の向上が図られていた。 

LC/MS/MS と比較すると、HPLC は選択

性及び感度の点では劣るものの、装置の

汎用性が高く、化粧品製品中に比較的高

濃度で配合される紫外線吸収剤の定量に

は実用的な手法であると考えられた。一

方で、共存成分の影響を受けやすく、対象

成分が多い場合には十分なピーク分離が

求められる。 

以上より、HPLC は市販化粧品製品中の

紫外線吸収剤分析において実用性の高い

手法として広く用いられているが、

LC/MS/MS は微量分析及び複雑なマトリ

ックス中での高選択的分析に優れること

から、両手法は分析目的に応じて使い分

けられていると考えられた。化粧品基準

に基づく配合限度値への適合性確認を目

的とする場合には、HPLC による定量が実

用的な第一選択となり得るが、共存成分

による妨害が懸念される場合や低濃度成

分の確認が必要な場合には、LC/MS/MSに

よる補完的分析が有用であると考えられ

た。 

 

D. まとめ 

本調査では、地方衛生研究所の年報及

び英文学術雑誌の既報を対象として、化

粧品及びその他の試料中紫外線吸収剤に

関する分析報告を整理した。その結果、地

方衛生研究所における紫外線吸収剤分析

の実施状況には機関間で差異が認められ

た。東京都健康安全研究センターでは、固

定対象 13成分に製品表示に応じた成分を

追加する体系的な分析が継続的に実施さ

れていた一方、大阪健康安全基盤研究所

では該当する報告は認められず、神奈川

県衛生研究所及び福岡県保健環境研究所

では各 1 報にとどまった。 

英文学術雑誌の既報では、LC/MS/MS及

び HPLC を用いた紫外線吸収剤分析が報

告されていた。LC/MS/MS は、環境試料及

び生体試料等を対象とした曝露評価や残

留実態調査に多く用いられ、オキシベン

ゾン-3 を中心とするベンゾフェノン系紫

外線吸収剤が主な測定対象であった。一

方、HPLC は市販化粧品製品中に比較的高

濃度で配合される紫外線吸収剤の定量に

用いられる例が多く、製品中分析法とし

ての実用性が示されていた。 

分析条件については、LC/MS/MS では

C18 系カラムを用いた逆相分離、ESI によ

る MRM 又は SRM 測定、同位体標識内部

標準の使用が多く認められた。一方、

HPLC では C18 系カラムを用いた逆相分

離、DAD 又は UV-Vis 検出器による測定

が中心であり、DAD では吸収スペクトル

の確認により成分同定の信頼性向上が期

待されると考えられた。 

以上より、紫外線吸収剤の分析は、調査

目的及び対象試料に応じて HPLC と
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LC/MS/MS が使い分けられていることが

示された。一方で、化粧品基準に収載され

たオキシベンゾン類を製品中で網羅的に

一斉定量する報告は限られており、配合

限度値への適合性確認を目的とした標準

的な試験法の整備が今後の課題であると

考えられた。 
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